
2022年2月17日岡山大学の研究グループ

により急性呼吸促迫症候群への長期的
な水素ガス吸入は、肺内の炎症を軽減し、

慢性期の呼吸機能低下を緩和するとの
論文が発表されました。



2022年1月14日慶應義塾大学の研究グ

ループにより水素は活性化した好中球の
NETｓ産生を抑制し炎症反応を改善すると
の論文が発表されました。



2020年11月27日慶應義塾大学の研究グ

ループにより毎日１時間の水素吸入が自
立神経のバランスを整え、降圧効果を発
揮するとの論文が発表されました。



水素ガス吸入による新型コロナウイルス
感染患者の重症度抑制と呼吸困難改善
等についての論文が発表されました。

Journal of Thoracic Disease 2020年6月号に発表されました。

水素ガスと酸素ガスを吸わせた患者（赤）は44人、比較のための酸素だ
けを吸わせた患者（青）は46人。救急時ということで、無作為なグループ
分けはしていません。
この図から分かりますように、2−3日でも水素の吸入効果が明確になって

います。特に、胸痛に対して改善効果が著しいことがわかります。胸痛は、
胸内血栓によるものと思われますので、水素には血栓を抑制する効果も
あるので、胸痛改善が顕著なのと思われます。
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